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条例改正・補正予算補正予算

◎

国
民
健
康
保
険
会
計

　
　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
万
円

　
　

総　

額　
　
　
　
　

１
０
億
３
，
４
０
６
万
円

（
主
な
内
容
）
健
康
づ
く
り
事
業
消
耗
品
購
入
他
の
増
額

◎

老
人
保
健
会
計

　
　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
６
万
円

　
　

総　

額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
９
万
円

（
主
な
内
容
）
前
年
度
精
算
負
担
金
増
に
伴
う
償
還
金

◎

下
水
道
事
業
会
計

　
　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
万
円

　
　

総　

額　
　
　
　
　
　

４
億
９
，
２
５
９
万
円

　

（
主
な
内
容
）
住
宅
新
築
に
伴
う
管
渠
工
事
の
増

◎

病
院
事
業
会
計

　
　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
８
５
万
円

　
　

総　

額　
　
　
　
　

１
９
億
８
，
５
５
４
万
円

（
主
な
内
容
）
各
種
修
繕
費
の
増
額

◆

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
規
約
の
変
更

　
　

（
説
明
）
副
会
長
選
任
方
法
の
変
更
（
全
員
賛
成
）

　
◆

津
南
町
広
報
無
線
管
理
運
営
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

　
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

（
説
明
）
広
報
無
線
の
更
新
に
伴
う
基
金
の
廃
止
（
全
員
賛
成
）

◆

津
南
町
簡
易
水
道
及
び
小
規
模
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

（
説
明
）
外
丸
地
区
他
の
給
水
区
域
の
変
更
に
伴
う
条
例
改
正
（
全
員
賛
成
）

◆

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

（
説
明
）
学
校
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
（
全
員
賛
成
）

◆

監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

（
説
明
）
高
橋
満
男
氏
の
逝
去
に
伴
い
欠
員
と
な
っ
た
監
査
委
員
に
、
大
口
武
氏
が

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
選
任
さ
れ
た
。

　

平
成
21
年
度
第
２
回
定
例
会
が
６
月
16
日
～
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
議
長
の
辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
条
例
改

正
、
監
査
委
員
の
同
意
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
を
審
議
し
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

景
気
対
策
に
伴
う
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
の
増
額
に
係
る
大
幅
な
補
正

予
算
（
２
億
８
、
０
７
５
万
円
の
増
額
で
総
額

６
０
億
７
，
０
７
５
万
円
）
が
審
議
さ
れ
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

◎

総
務
費

・
役
場
前
に
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
設
置
工
事

・
地
域
公
共
交
通
体
系
対
応
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

　

購
入

◎

農
林
水
産
業
費

・
結
東
石
垣
田
復
旧
工
事

・
定
住
促
進
空
き
家
改
修
工
事
（
３
棟
）

◎

消
防
費

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
消
耗
品
の
購
入

◎

土
木
費

　

町
道
改
良
舗
装
事
業

◎

教
育
費

・
電
子
黒
板
付
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
他

　

購
入
（
各
小
・
中
学
校
）

・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

◎

諸
支
出
金

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
温
泉
権
利
取
得

◎

歳
　
入

負　

担　

金　
　
　
　
　
　
　

５
２
０
万
円

国
県

支
出
金　
　
　

２
億
４
，
０
１
２
万
円

繰　

入　

金　
　
　
　
　
　
　
　

９
６
万
円

繰　

越　

金　
　
　
　
　

３
，
１
０
６
万
円

諸　

収　

入　
　
　
　
　
　
　

３
４
１
万
円

　
　◎

歳
　
出

議　

会　

費　
　
　
　
　
　

△
１
１
２
万
円

総　

務　

費　
　
　
　
　

５
，
５
３
３
万
円

民　

生　

費　
　
　
　
　
　
　

△
４
９
万
円

衛　

生　

費　
　
　
　
　

１
，
１
０
９
万
円

労　

働　

費　
　
　
　
　
　

△
８
６
５
万
円

農
林
水
産
業
費　
　
　
　
　

３
，
９
５
３
万
円

商　

工　

費　
　
　
　
　

３
，
０
１
１
万
円

土　

木　

費　
　
　
　
　

１
，
３
９
７
万
円

消　

防　

費　
　
　
　
　
　
　

２
１
３
万
円

教　

育　

費　
　
　
　
　

９
，
３
７
０
万
円

諸

支

出

金　
　
　
　
　

４
，
５
１
５
万
円

21
年
度
特
別
会
計

　
　
　
　
補
正
予
算

条例の改正・制定・きまったこと

主
な
補
正
の
内
容

21年度一般会計補正予算（２号）

念願のエレベーターが設置される文化センター 身障者用公衆トイレが整備される役場前
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議会人事臨時議会

す
る
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
町
の
発
展

に
つ
く
す
と
い
う
意
味
か
ら
も
あ
る
程

度
安
定
し
た
給
与
体
系
の
中
で
し
っ
か

り
と
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

賛
成　

11
名
、
反
対　

２
名　

　
　

全
員
賛
成　

議
会
運
営
委
員
長　

今
回
人
事
院
が
民

間
企
業
の
夏
季
ボ
ー
ナ
ス
調
査
を
50
人

以
上
の
従
業
員
を
か
か
え
た
２
７
０
０

社
で
実
施
。
そ
の
結
果
ボ
ー
ナ
ス
は
大

幅
に
減
額
さ
れ
る
現
状
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
更
に
人
事
院
で
は
８
月
の
勧

告
に
向
け
、
公
務
員
と
民
間
ボ
ー
ナ
ス

支
給
額
に
つ
い
て
の
比
較
調
査
を
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
県
内
で
も

３
分
の
２
以
上
の
町
村
が
議
会
議
員
期

末
支
給
減
額
の
条
例
改
正
の
方
向
を
示

し
て
い
る
。
津
南
町
議
会
も
そ
れ
ら
の

現
状
を
ふ
ま
え
６
月
の
支
給
分
、
0.2
月

を
減
額
す
る
の
が
適
当
と
考
え
今
回
の

議
員
発
議
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質
疑
な
し　

全
員
賛
成　

合
い
を
も
つ
と
い
う
事
に
な
っ
て
い

る
。
自
治
労
県
本
部
、
町
職
員
労
組
連

名
の
要
望
書
は
も
ら
っ
て
い
る
が
、
町

職
員
労
組
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
で
了
解
を
得
て
い
る
。

質
疑　

臨
時
人
事
院
勧
告
と
う
い
こ
と

で
0.2
月
の
削
減
で
あ
る
が
、
一
般
町
民

と
す
れ
ば
職
員
の
給
与
体
系
は
高
い
の

で
は
な
い
か
。
国
の
緊
急
雇
用
が
月
額

17
万
円
と
す
る
と
年
収
２
０
０
万
円
、

町
で
は
そ
う
い
う
方
々
を
採
用
し
て
い

る
わ
け
だ
が
、
職
員
の
方
々
と
比
較
す

る
と
３
～
４
倍
の
開
き
が
あ
る
。
民
間

と
の
意
識
の
開
き
が
大
き
す
ぎ
る
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
や
、
考
え
は

な
い
か
。

副
町
長　

民
間
の
今
の
厳
し
い
現
下
の

経
済
情
勢
、
あ
る
い
は
賃
金
状
況
か
ら

見
る
と
こ
の
地
域
で
も
役
場
職
員
、
い

わ
ゆ
る
公
務
員
に
つ
い
て
は
給
与
水
準

で
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
一
般

的
に
い
え
る
と
思
う
し
、
住
民
感
情
か

ら
し
て
も
こ
の
厳
し
い
中
で
今
回
の
処

置
に
つ
い
て
は
当
然
の
処
置
で
あ
ろ
う

と
い
う
ふ
う
に
職
員
も
認
識
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ

基
本
的
な
地
域
の
給
与
水
準
と
い
う
も

の
と
比
較
し
て
、
公
務
員
の
給
与
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
議
論
も
あ

る
が
、
や
は
り
公
務
員
と
い
う
の
は
労

働
基
本
権
が
制
約
さ
れ
て
い
る
中
で
、

人
事
院
勧
告
を
基
に
給
与
体
系
と
い
う

も
の
が
長
年
と
ら
れ
て
い
る
。
特
に
公

務
員
の
場
合
は
公
僕
で
あ
り
、
常
に
住

民
の
た
め
に
働
く
の
が
大
前
提
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
先

※

憂
後
楽
の
精
神
発
露

町
長　

５
月
１
日
暫
定
的
な
特
例
措
置

と
し
て
臨
時
に
人
事
院
勧
告
が
行
わ

れ
、
国
家
公
務
員
の
平
成
21
年
６
月
期

の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
暫
定
的
に
引
き

下
げ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
人
事
院

勧
告
尊
重
の
基
本
姿
勢
か
ら
、
本
町
の

給
与
条
例
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
あ

る
。

質
疑　

津
南
町
職
員
の
給
与
は
県
内
で

も
、
ビ
リ
か
ら
一
、
二
番
と
い
う
非
常

に
低
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
更
に
減

額
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る

と
い
う
こ
と
を
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い

る
。
県
内
の
市
町
村
状
況
を
見
ま
す
と
、

粟
島
浦
村
が
正
式
勧
告
が
出
た
時
点
で

12
月
に
調
整
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
る

が
、
他
の
市
町
村
は
全
部
0.2
月
削
減
を

予
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
魚
沼
市
は

0.27
月
、
湯
沢
町
は
0.2
月
、
既
に
独
自
削

減
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
条
例
改
定
は

し
な
い
。
あ
と
の
市
町
村
は
全
て
減
額

を
暫
定
措
置
で
行
い
た
い
と
い
う
予
定

に
な
っ
て
い
る
。
民
間
企
業
に
つ
い
て

も
厳
し
い
実
態
が
あ
る
の
で
、
当
然
全

国
的
に
も
引
き
下
げ
が
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

質
疑　

町
職
員
組
合
と
の
話
合
い
が

あ
っ
た
の
か
、
組
合
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

人
事
院
勧
告
で
あ
り
給
与

や
勤
務
条
件
の
改
定
を
す
る
時
は
話
し

日
時　

平
成
21
年
4
月
30
日

場
所　

反
り
口　
　
　

12
人

　
　
　

卯
ノ
木　
　
　

11
人

　
　
　

小　

島　
　
　

9
人

　
　
　

赤　

沢　
　
　

11
人

日
時　

平
成
21
年
5
月
1
日

場
所　

割　

野　
　
　

15
人

　
　
　

鹿
渡
り　
　
　

14
人

　
　
　

大
井
平　
　
　

11
人

　
　
　

所　

平　
　
　

13
人

　
　
　

合　

計　
　
　

96
人

日
時　

平
成
20
年
6
月
17
日

場
所　

外　

丸　
　
　

24
人

　
　
　

宮
野
原　
　
　

15
人

　
　
　

谷　

内　
　
　

15
人

　
　
　

大
割
野　
　
　

11
人

日
時　

平
成
20
年
6
月
19
日

場
所　

辰
ノ
口　
　
　

15
人

　
　
　

船　

山　
　
　

11
人

　
　
　

米　

原　
　
　

14
人

　
　
　

十
二
ノ
木　
　

13
人

　
　
　

合
計　
　

１
２
１
人

　

昨
年
、
今
年
と
二
回
議
会
報
告
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
々

の
ご
参
加
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
か
な
か
皆
様
方
へ
の
お
知
ら
せ

が
不
充
分
で
、
ご
理
解
が
え
ら
れ
な
い
参

加
人
数
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
の
議
会
報
告
会
は
た
く
さ
ん
の
皆

様
方
よ
り
ご
参
集
い
た
だ
け
る
よ
う
内
容

の
濃
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
、
高
橋
満
男
前
議
長
の
ご
逝
去
、

そ
し
て
藤
ノ
木
現
議
長
の
突
然
の
辞
任
に
伴

い
、
６
月
定
例
会
に
て
議
長
に
就
任
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
お
二
人
の
町
政
に
対
す
る
想

い
を
引
き
継
ぎ
、
任
務
を
遂
行
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

政
治
・
経
済
・
社
会
が
不
透
明
な
中
、
自

律
推
進
計
画
の
見
直
し
、
地
域
公
共
交
通
の

一
部
実
施
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消
対

策
、
町
民
提
案
事
業
の
実
施
を
始
め
と
す
る
、

福
祉
保
健
医
療
の
見
直
し
、
農
林
・
商
工
・

建
設
・
教
育
な
ど
様
々
な
問
題
に
対
し
て
対

処
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
ん
な
時
で
も
私
達
は
、
住
民
の

幸
せ
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
立
場
で
あ
り
、

不
偏
不
党
公
平
無
私
を
旨
と
し
、
言
論
の
府

と
し
て
正
し
き
議
会
運
営
で
議
員
一
丸
と
な

り
、
町
民
の
声
を
心
で
受
け
止
め
「
賢
明
な

思
考
で
の
慎
重
な
行
動
」
こ
の
様
な
姿
勢
で

議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
６
月
11
日
藤
ノ
木
富
有
議
長
が
「
一

身
上
の
都
合
」
を
理
由
に
議
員
辞
職
願
を
提

出
し
、
同
日
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
４
期
連
続
13
年
７
ヶ
月
議
員
と

し
て
在
職
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
11
月
か
ら

は
新
潟
県
内
初
の
女
性
議
長
と
し
て
１
年

７
ヶ
月
間
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
矢
先
、
突
然
の
議
員
辞
職
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
長
吉
野
徹
氏
が
新
議
長
に

就
任
し
た
た
め
、
６
月
18
日
に
議
会
運
営
委

員
会
を
開
催
し
新
し
い
議
会
運
営
委
員
長
に

高
橋
孝
男
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

前
議
長
の
高
橋
満
男
議
員
は
、
去
る
６
月
６

日
町
立
津
南
病
院
に
て
78
歳
の
生
涯
を
全
う
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
を
代
表
し
て
大
口
武
議
員
が
六
月
議
会

開
会
前
に
、
次
の
よ
う
に
弔
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

「
故
人
は
、
昭
和
54
年
津
南
町
議
会
議
員
に
初

当
選
、
以
来
通
算
６
期
21
年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
平
成
７
年
か
ら
同
19
年
の
12
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
議
長
職
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
か
ら
２
年
11
ヶ
月
の
間
、
新
潟
県

町
村
議
長
会
会
長
、
同
19
年
に
は
全
国
町
村
議

長
会
副
会
長
及
び
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連

盟
監
事
を
歴
任
し
、
全
国
に
津
南
町
議
会
人
と

し
て
広
く
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
長
い
議
会
人
と
し
て
の
功
績
を
讃
え
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。」

※
先
憂
後
楽

　

天
下
の
人
々
に
先
ん
じ
て
憂
い
、
天
下
の

　

人
々
に
後
れ
て
楽
し
む
と
い
う
為
政
者
の

　

心
構
え
を
言
っ
た
昔
の
中
国
の
人
の
言
葉

※
発
議
案

　

議
員
自
ら
が
議
案
を
作
成
し
議
会
に
提
案

　

す
る
こ
と

議
案
第
一
号

議
案
第
二
号

※
発
議
案
第
一
号

第
二
回
議
会
報
告
会

第
一
回
議
会
報
告
会

臨 時 議 会 開 催

議案第１号　　　津南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第２号　　　津南町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

発議案第１号　　　津南町議会議員の議員報酬及びに費用弁償等に関する

　　　　　　　　　条例の一部を改正する条例の制定について

新議長に吉野徹氏
第２回津南町議会定例議会（16日）に於いて議長選挙が行われ、

吉野徹氏が選任されました。

議
長
就
任
挨
拶

吉野　徹

平成21年５月28日

 

高
橋
満
男 

前
議
長

　
　
　
　
　

　
　

逝

去

 

藤
ノ
木
富
有 

議
長

　
　
　
　
　

議
員
辞
職

 

議
会
運
営
委
員
長
に

　 

高
橋
孝
男
議
員
を
選
任

お元気だった頃の高橋満男議員
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一般質問一般質問

福
原
照
男
議
員

高
橋
孝
男
議
員

藤
ノ
木
浩
子
議
員

町
長

藤
木
正
喜
議
員

　
　

津
南
・
十
日
町
障
害
福
祉
関
係
機

関
連
絡
調
整
会
議
は
ど
の
よ
う
な
協
議

機
関
な
の
か
。

　
　
　

役
場
、
市
役
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
全
て
の
生
涯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
養
護
学
校
・
精
神
科
病
院
等
で

構
成
さ
れ
、
四
つ
の
専
門
部
会
が
あ
る
。

①
教
育
進
路
部
会

②
就
学
作
業
部
会

③
居
住
日
中
活
動
部
会

④
退
院
促
進
部
会

と
し
て
協
議
し
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　

複
合
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

設
置
予
定
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

前
向
き
に
検
討
し
て

み
た
い
。

　
　

全
国
的
に
増
え
続
け
る
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
）、
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

者
等
町
内
の
実
数
と
特
別
支
援
学
級
の

開
設
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

専
門
機
関
で
診
断
を
受
け
た
園

児
9
名
と
診
断
外
で
何
ら
か
の
傾
向
者

20
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

特
別
支
援
学
級
小
中
各
1
学

級
4
名
、
通
学
学
級
小
20
名
中
4
名
在

籍
、
21
年
度
発
達
障
害
地
域
指
導
教
室

を
開
設
、
週
1
回
専
任
教
師
に
よ
り
9

名
の
児
童
が
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
　

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議

会
、
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　

路
線
バ
ス
と
の
連
絡
関
係
改
善

に
よ
る
Ｊ
Ｒ
の
利
用
客
増
、
津
南
中
等

教
育
学
校
生
徒
増
に
伴
う
、
川
口
駅
発

津
南
駅

ま
で
の

列
車
運

行
を
Ｊ

Ｒ
側
に

要
望
し

て
い
る
。

　
　

十
日
町
病
院
は
地
域
中
核
病
院
と

し
て
、
早
期
に
新
築
と
設
備
の
充
実
、

医
師
の
確
保
（
津
南
病
院
に
有
利
）、

町
長
は
議
会
と
同
一
行
動
が
と
れ
な
い

か
。

　
　
　

津
南
病
院
と
の
関
係
等
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。
近
々
十
日
町

市
長
と
相
談
し
、
連
携
を
深
め
な
が
ら

取
り
組
み
た
い
。

　
　

人
口
増
の
た
め
の
方
策
は
と
考

え
、
独
自
に
5
事
業
所
の
全
従
業
員

５
７
１
名
の
方
に
、
無
記
名
に
よ
る
調

査
。
町
外
か
ら
の
勤
務
者
１
６
０
名
の

内
、
好
条
件
で
あ
れ
ば
津
南
に
住
宅
建

設
希
望
者
11
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一

部
で
す
が
他
に
も
方
法
あ
り
、
町
の
住

宅
施
策
は
。

　
　
　

事
業
所
の
住
宅
対
策
は
民
間
の

賃
貸
住
宅
を
基
本
と
す
る
が
、
住
宅
団

地
の
用
地
を
造
成
し
対
応
し
た
い
。
空

家
３
戸
に
も
予
算
付
け
を
し
た
。

　
　

運
動
公
園
の
整
備
と
復
旧
工
事
は

特
に
、
排
水
対
策
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
新
設
、
ト
ラ
ッ
ク
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ト
イ
レ
、
休
憩
所
の
充
実
が
必
要
。

　
　
　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
議
会
と
早
急
に
協
議
を
進
め
た

い
。

　
　

県
立
小
出
養
護
学
校
の
分
校
が
川

西
高
校
に
22
年
度
開
設
。
津
南
か
ら
の

通
学
生
徒
数
と
通
学
方
法
に
つ
い
て
。

　
　
　

生
徒
数
は
現
在
明
確
で
な
い
。

通
学
方
法
は
家
族
や
関
係
機
関
と
協
議

し
て
決
め
た
い
。

　
　

若
い
子
育
て
世
代
は
、
子
供
の

教
育
費
負
担
に
悩
み
、
や
り
く
り
に

大
変
な
状
況
で
あ
る
。
文
科
省
が
行
っ

た
「
子
供
の
学
習
費
調
査
」
で
は
、
公

立
小
学
校
の
学
校
教
育
費
が
年
平
均
総

額
で
約
33
万
円
、
中
学
で
約
47
万
円
に

も
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
教
育
機
関
へ

の
公
費
財
政
支
出
が
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
36
カ
国
の
平
均
よ
り
低
い

3.4
％
、
公
費
を
削
り
教
育
費
を
個
人
負

担
に
し
、
世
界
一
高
額
の
国
と
な
っ
て

い
る
。
義
務
教
育
は
憲
法
第
26
条
で「
無

償
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
ど
遠
い
現
状
だ
。
義
務
教
育

は
無
償
の
原
則
を
ど
う
お
考
え
か
。

　
　
　
　

26
条
の
無
償
規
定
は
国
の
責

任
で
義
務
教
育
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
崇
高
な
規
定
で
あ
る
。
わ

が
国
は
授
業
料
の
不
徴
収
に
順
じ
、
教

育
費
を
無
償
供
与
す
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
た
が
、
現
実
の
学
校
教
育
の
中

で
は
、
教
科
書
以
外
に
も
多
く
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
の
は
指
摘
の
通
り

だ
。
ど
こ
ま
で
の
範
囲
を
無
償
に
す
べ

き
か
、
県
、
市
町
村
教
育
委
員
会
が
個

別
の
判
断
を
し
て
い
る
が
、
対
応
を
大

き
く
変
え
る
考
え
は
な
い
。

　
　

教
育
費
の
実
態
を
ご
存
知
か
。
小

学
校
一
年
生
は
国
語
の
教
科
書
以
外
に

６
冊
、
算
数
で
３
冊
、
道
徳
副
読
本
も

全
学
年
が
購
入
。
中
学
生
は
３
年
間
で

57
種
類
83
冊
の
教
材
類
を
購
入
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
親
が
選
択
す
る
余
地

の
な
い
も
の
で
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
費
の
公
費
負
担
を
検
討
頂
き

た
い
。

　
　
　
　

教
育
費
の
軽
減
を
個
別
市
町

村
に
求
め
ら
れ
て
も
大
変
な
課
題
だ
。

国
家
的
政
策
の
中
で
し
っ
か
り
位
置
づ

け
、
対
応
を
願
う
。

　
　

平
成
19
年
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

上
で
は
資
産
が
１
８
７
億
円
と
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
建
物
な
ど
１
３
９
億

円
で
あ
り
昭
和
46
年
建
設
の
総
合
セ

ン

タ

ー

か

ら

平

成

16

年
な
じ
ょ
も
ん
ま
で
で

１
０
６
件
の
構
築
物
が
あ

り
、
所
得
金
額
の
合
計
は

１
２
１
億
８
、
０
３
７
万

円
で
あ
る
。
築
後
30
年
が

経
過
す
る
と
大
規
模
な
保

全
費
用
と
修
繕
費
用
が
必

要
で
あ
る
が
試
算
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
残
存
価
格

の
低
い
物
件
、
耐
用
年
数

を
む
か
え
る
建
物
の
今
後

の
更
新
、
取
り
壊
し
、
譲

渡
な
ど
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　

平
成
19
年
度
決

算
で
は
役
場
保
全
管
理
及

び
修
繕
費
の
合
計
は
１
、

７
６
８
万
円
、
学
校
な
ど

公
有
財
産
の
保
全
管
理
及

び
修
繕
費
の
合
計
は
５
、
４
９
９
万
円

で
あ
り
、
合
わ
せ
て
７
、
２
６
７
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
19
の
建
物
施
設
は
利
用
者
が
い

れ
ば
賃
貸
借
・
譲
渡
な
ど
考
え
て
い
る

が
、
利
用
者
が
い
な
け
れ
ば
取
り
壊
し

の
選
択
も
あ
り
え
る
。

問問問 町
長

福
祉
保
健
課
長

問 教
育
長

町
長

町
長

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
！

飯
山
線
利
用
促
進
を

特
別
支
援
学
級
と

教
員
増
配
の
考
え
は
！

問

問問

問 町
長

町
長

町
長

町
長 新

十
日
町
病
院
を

県
立
県
営
で
早
期
に

中
津
川
運
動
公
園
の

復
旧
工
事
に
つ
い
て

定
住
人
口
増
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

飯
山
線
全
線
開
通
80
周
年

町
長:

川
口
・
十
日
町
間
運
行
を
津
南
駅
ま
で
要
望

町
長:

十
日
町
市
長
と
連
携
を
密
に
し
て
い
く

新
十
日
町
病
院
の
建
設
促
進
を

問

問

教
育
長

教
育
長

憲
法
26
条
の
義
務
教
育

無
償
化
へ

教
育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

教
育
長:

国
家
的
政
策
の
中
で
対
応
を

町
長:

大
規
模
な
修
繕
が
な
い
よ
う
保
守
管
理
を
実
施

町
公
有
財
産
の
今
後
必
要
な
修
繕
費
等
は

建
物
な
ど
今
後
膨
大
な

　

維
持
費
が
必
要
で
あ
る
が

問

是非飯山線のご利用を

整備が待たれる中津川運動公園

様々な教材を使い勉強する子供たち

老朽化が目立つ築後 38 年の総合センター
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一般質問一般質問

滝
沢
茂
光
議
員

根
津
勝
幸
議
員

半
戸
哲
郎
議
員

大
平
謙
一
議
員

　
　

平
成
22
年
度
に
県
立
川
西
高
校
に

開
設
さ
れ
る
、
養
護
学
校
高
等
部
へ
の

通
学
手
段
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。
又
、

町
教
育
委
員
会
、
福
祉
保
健
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
の
か
。

　
　
　

通
学
手
段
、
支
援
策
等
十
日
町

市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
連
携
も
出
来
る
か
出
来
な
い
か
も

含
め
、
教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
等
協
議
の
上
、
具
体
化
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　

十
日
町
市
は
業
務
委

託
で
行
っ
て
い
る
。
支
援
の
方
策
と
し

て
十
日
町
方
式
も
あ
り
、
保
護
者
の
送

迎
に
支
援
を
行
う
の
も
一
つ
の
方
式
で

あ
る
。
又
、
町
が
車
両
購
入
し
、
人
材

確
保
を
し
て
行
う
方
法
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
福
祉
法
人
会
等
に
委
託
も
考
え

ら
れ
る
。
保
護
者
も
含
め
３
者
、
４
者

関
係
機
関
の
間
で
協
議
す
る
。

　
　

町
教
育
委
員
会
は
高
等
部
に
は
直

接
関
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
24

年
に
中
等
部
開
設
と
聞
く
。
教
育
委
員

会
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　

中
等
部
が
開
設
さ
れ
れ
ば
高

等
部
も
同
じ
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
負
担
の
度
合
い
の
違
い
は
あ
る

が
一
緒
に
通
う
こ
と
が
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

集
落
に
お
い
て
防
災
用
無
線
を

備
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
出
力

数
等
に
よ
り
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ
れ

る
。
緊
急
災
害
時
に
備
え
、
集
落
に
又

単
位
団
体
に
貸
し
出
し
の
出
来
る
よ
う

に
高
性
能
の
無
線
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　
　

災
害
時
等
に
対
応
す
る
情
報
手

段
と
し
て
固
定
系
の
防
災
行
政
無
線
は

あ
る
が
、
移
動
系
無
線
は
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
携
帯

電
話
等
通
じ

な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
災
害

時
の
対
応
改
善

に
移
動
系
無

線
の
事
業
化
に

向
け
て
取
り
組

む
。

　
　

今
年
も
既
に
ア
ス
パ
ラ
の
盗
伐
が

発
生
し
て
い
る
様
だ
が
警
察
の
取
り
組

み
で
県
外
か
ら
の
悪
質
な
入
山
者
は
減

少
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
捉
え
山
菜
を
地
域
振
興
券
で
買
い
上

げ
町
内
商
工
業
者
に
活
力
を
与
え
る
事

業
と
し
、
豊
か
な
山
菜
資
源
を
有
す
る

過
疎
に
悩
む
山
間
集
落
に
は
明
る
い
未

来
を
約
束
で
き
る
と
考
え
る
。
又
高
速

道
路
料
金
の
値
下
げ
等
で
移
動

人
口
も
期
待
さ
れ
る
。
町
外
か

ら
の
入
山
者
を
阻
止
す
れ
ば
山

菜
の
町
内
調
達
の
増
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
と
し
て
山

菜
に
つ
い
て
は
入
山
を
お
断
り

す
る
こ
と
が
難
し
い
。
又
入
山

者
の
可
否
の
色
分
け
が
困
難
で

あ
る
。

　
　

地
権
者
で
あ
る
か
ど
う
か

で
色
分
け
は
で
き
る
し
、
現
在

緊
急
雇
用
対
策
交
付
金
で
竜
ヶ

窪
の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
有
難

く
思
っ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
入
山

者
に
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
で
取
り
組
む
な

ら
ば
町
と
し
て
も
協
力
し
た
い
。
又
予

算
の
つ
き
具
合
も
あ
る
が
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

地
域
内
で
取
り
組
む
の
に
も
な
か

な
か
協
議
も
進
ま
な
い
部
分
も
あ
る
の

で
行
政
と
し
て
音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ

き
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
皆
さ
ん
と
ど

う
取
り
組
む
か
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　

中
津
川
運
動
公
園
復
旧
工
事
の
完

成
は
い
つ
頃
か
。

　
　
　

ト
ン
ネ
ル
完
了
年
度
で
２
年
な

い
し
３
年
後
と
な
る
。

　
　

施
設
内
容
の
検
討
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
協
議
会
を
中
心
と
し
て
詳
細
な
打
合

せ
を
。

　
　
　
　

町
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な

考
え
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

県
の
補
償
工
事
以
外
の
町
単
独
工

事
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
使
用
し
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

色
々
な
面
で
活
用
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
基
金
は
絶
対
使
う
べ
き

で
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
で
き

れ
ば
あ
る
べ
き
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
一
緒
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

県
の
補
償
工
事
以
外
は
町
の

単
独
予
算
と
な
る
。
財
政
担
当
と
相
談

を
し
な
が
ら
こ
の
基
金
の
活
用
に
つ
い

て
も
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
と
充
分
相
談
し

た
い
。

　
　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
津
南

に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
で
き
る

か
ど
う
か
関
係
者
と
検
討
を
進
め
て
行

き
た
い
。

　
　

入
館
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

特
に
小
中
学
生
を
。

　
　
　
　

入
館
料
を
納
め
て
い
る
小
中

学
生
は
極
め
て
少
な
い
。
体
験
学
習
に

参
加
す
る
場

合
は
材
料
費

の
み
の
負
担

と
な
っ
て
い

る
。
影
響
は

極
め
て
少
な

い
の
で
入
館

料
の
見
直
し

は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

船
津
川
の
水
不
足
は
開
発
な
ど
、

人
間
の
手
に
よ
っ
て
自
然
が
変
え
ら
れ

た
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
解
消
に
は
ダ

ム
造
り
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ダ

ム
が
無
理
な
ら
、
正
面
水
路
へ
の
増
水

を
行
い
船
津
川
に
放
水
す
べ
き
だ
。

　
　
　

正
面
に
つ
い
て
は
灌
漑
期
に
は

土
地
改
良
区
や
関
係
受
益
者
と
調
整
を

図
る
な
か
で
下
流
に
余
剰
水
を
多
く
流

せ
る
よ
う
に
図
っ
て
来
た
。

　
　

東
京
電
力
と
水
利
権
交
渉
し
牛
首

よ
り
の
増
水
は
で
き
な
い
か
。
春
は
雪

解
け
水
で
中
津
川
は
増
水
し
水
は
余
っ

て
る
。

　
　
　

東
京
電
力
と
は
長
年
交
渉
し
て

き
て
い
る
。
平
成
10
年
に
は
穴
藤
ダ
ム

よ
り
毎
秒
１
ト
ン
の
増
水
を
さ
せ
た
。

　
　
　
　

正
面
ヶ
原
水
路
の
農
家
負
担

軽
減
と
引
き
換
え
に
正
面
へ
の
水
路
の

多
目
的
利
用
を
土
地
改
良
に
認
め
て
も

ら
っ
た
。

　
　

日
本
国
土
の
７
割
を
占
め
る
農
村

の
支
援
、
町
の
対
策
は
。

　
　
　

水
源
の
郷
連
絡
協
議
会
が
立
ち

上
っ
た
。
１
６
５
市
町
村
と
協
議
連
携

し
地
域
の
条
件
に
あ
っ
た
集
落
再
生
の

取
組
を
す
る
。

　
　

全
国
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
思
い

切
っ
た
対
策
が
必
要
。
18
歳
ま
で
医
療

費
、
学
費
な
ど
全
額
町
負
担
に
で
き
な

い
か
。

　
　
　

町
は
医
療
費
小
学
校
卒
業
ま
で

助
成
し
、
不
妊
治
療
や
妊
婦
健
診
の
助

成
を
行
な
っ
て
い
る
。

問

問

問 地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
長

福
祉
保
健
課
長

地
域
振
興
課
長

山
菜
バ
ン
ク
を
設
け

地
域
振
興
券
で
買
い
上
げ
を

養
護
学
校
へ
の
通
学
手
段
は
ど
う
す
る

町
長:

保
護
者
、
関
係
者
と
相
談
す
る

町
長:

山
菜
は
不
足
し
て
い
る

山
菜
を
地
域
振
興
に
活
用
を

問問

問

町
長

町
長

教
育
長

関
係
機
関
の

　

一
体
感
は
あ
る
の
か

緊
急
時
の
無
線
連
絡

　
　

手
段
は
大
丈
夫
か

問

問問

問 問 町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

中
津
川
運
動
公
園
整
備
に
充
分
な
話
し
合
い
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
を

　
　

中
心
と
し
て
話
合
い
を

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ク
ラ
ブ
の
設
立
は

「
な
じ
ょ
も
ん
」
の

　
　

入
館
料
を
無
料
に

町
長:

で
き
る
限
り
関
係
者
の
意
向
を
反
映
し
た
い

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

副
町
長

正
面
地
区
は
自
然
流
水
が

な
く
防
災
に
も
問
題
が
あ
る

限
界
集
落
へ
の
支
援

早
急
に
す
べ
き
だ

近
年
津
南
は
出
生
数
が

激
減
し
て
い
る
が
対
策
は

町
長

町
長:

食
料
自
給
権
は
生
存
権
そ
の
も
の

町
中
央
地
区
水
不
足
解
消
せ
よ

津南野菜と並ぶわらび

無線は災害時の必須条件「なじょもん」積極的な活用方法を

水のない正面地域
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大
口
　
武
議
員

なじょもん関係者との懇談

津南醸造（株）との懇談会

出前スポーツ教室の開催 　

出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

　

津
南
町
体
育
指
導
委
員
会
（
江

村
博
巳
会
長
以
下
15
人)

と
5
月

8
日
懇
談
会
を
持
ち
、
活
動
の

現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

懇
談
し
た
。
町
内
学
校
区
で
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
展
開
す

る
指
導
員
16
人
と
推
進
員
15
人

に
よ
る
、
指
導
者
の
養
成
・
確

保
に
努
め
な
が
ら
学
社
連
携
を

図
り
、
出
前
教
室
を
通
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
町
民
の
健
康

体
力
づ
く
り
に
汗
し
て
い
る
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

今
後
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
充
実
と
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
議
会
等
と
の
連
携
の
も
と
町

民
各
位
へ
の
普
及
に
一
層
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
じ
ょ
も
ん
関
係
者
と
の
懇
談

　

５
月
28
日
、
な
じ
ょ
も
ん
縄

文
村
竪
穴
住
居
を
懇
談
会
場
と

し
て
、
教
委
次
長
、
文
化
財
班
長
、

な
じ
ょ
も
ん
友
の
会
の
皆
様
と

現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
国
・
県
・
町
事

業
施
工
状
況
調
査
を
、
４
月
23

日
建
設
課
長
の
案
内
で
巡
視
し

た
。

　

河
川
事
業
で
は
石
坂
地
内
中

津
川
４
号
床
固
工
、
反
里
口
の

中
津
川
１
号
堤
防
、
国
道
四
○

五
号
反
里
口
地
内
の
道
路
改
築
、

林
野
は
清
水
川
原
の
雪
崩
防
止

造
林
、
大
赤
沢
の
地
す
べ
り
防

止
、
県
道
で
は
清
水
川
原
で
の

緊
急
地
方
道
路
整
備
等
、
町
単

結
東
で
辺
地
道
路
、
中
深
見
堂

平
線
中
深
見
地
内
、
芦
ヶ
崎
中

央
線
雪
崩
予
防
ネ
ッ
ト
等
の
整

備
状
況
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
の
着
実
な
地
元
要
望
に
沿
っ

た
工
事
で
あ
っ
た
。

　

津
南
醸
造（
株
）と
の
懇
談
会

　

津
南
醸
造
社
屋
に
お
い
て
、

４
月
23
日
午
後
、
会
社
関
係
者

と
業
務
内
容
に
つ
い
て
懇
談
。

会
社
側
は
12
月
新
体
制
に
な
り
、

10
年
経
過
し
た
会
社
経
営
の
見

直
し
を
し
、
株
主
を
は
じ
め
関

係
各
位
へ
の
関
係
修
復
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
町
民
の
関

心
の
高
い
酒
蔵
で
あ
り
一
刻
も

早
い
経
営
改
善
を
期
待
し
て
い

る
。
懇
談
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

営
業
内
容
と
今
後
の
計
画
等
が

話
し
合
わ
れ
、
「
会
社
と
し
て
の

営
業
努
力
は
行
う
、
今
の
状
況

だ
と
純
米
酒
が
不
足
す
る
。
人

的
問
題
も
あ
り
、
仕
込
み
も
出

来
な
い
状
況
。
新
し
い
銘
柄
『
雪

美
人
』
を
売
る
春
・
夏
・
秋
の
フ
ェ

ア
ー
開
催
と
大
地
の
芸
術
祭
参

加
、
新
規
取
引
拡
大
で
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い
る
。」

等
の
話
し
が
あ
っ
た
。

懇
談
し
た
。

　

な
じ
ょ
も
ん
は
開
館
５
年
目
、

友
の
会
設
立
と
自
立
、
五
感
を

通
し
た
体
験
館
と
し
て
、
内
の

顔
・
外
の
顔
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
今
年
は
津
南
町
が
河

岸
段
丘
日
本
地
形
百
選
に
指
定

さ
れ
、
都
市
と
農
村
の
架
け
橋

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

友
の
会
で
は
広
い
敷
地
活
用

と
今
年
度
も
竪
穴
住
居
を
１
棟

作
り
、
宿
泊
利
用
と
し
て
い
く

等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。
最
後
に
町
民
の

訪
問
者
が
少
な
く
体
験
実
習
館

と
し
て
、
も
っ
と
気
軽
に
訪
れ

て
ほ
し
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　農
地
法
の
「
改
正
」
に
反
対
す
る
請
願

要
旨　

改
正
案
で
は
賃
借
契
約　

期
間
が

50
年
も
の
長
き
に
亘
る
こ
と
は
、
財
力

が
あ
る
大
企
業
に
よ
る
優
良
農
地
へ
の

権
利
を
固
定
す
る
も
の
と
な
り
認
定
農

家
や
集
落
営
農
の
存
在
を
脅
か
し
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
に
反
対
す
る
請

願
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
対
策
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情

要
旨　

最
低
賃
金
を
生
活
保
障
水
準
と

し
、
誰
も
が
最
低
限
度
の
生
活
が
出
来

る
賃
金
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
。
政
府
は

企
業
に
対
し
、
労
働
者
の
雇
用
維
持
と

安
定
雇
用
の
創
出
を
求
め
る
陳
情
。

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
つ
い
て
の
陳
情

要
旨　

国
連
本
部
で
２
０
１
０
年
核
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
が
開

か
れ
る
日
本
政
府
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
を
体
験
し
た
国
と
し
て
「
非

核
三
原
則
の
厳
守
」
を
あ
ら
た
め
て
示

す
べ
き
で
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨

に
も
と
づ
き
「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
。

　
　
　
　

津
南
町
議
会
が
新
潟
県
病
院
局
に
要
望
書

提
出
　
　
　 

全
員
賛
成

要
旨◎

新
十
日
町
病
院
を
津
南
・
十
日
町

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
建
設
さ
れ

た
い
。

◎
新
十
日
町
病
院
を
県
立
・
県
営
で

早
急
に
建
替
を
願
い
た
い
。

◎
高
度
医
療
の
充
実
と
救
命
・
救
急

医
療
の
機
能
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
十
日
町
病
院
等
の
協
議
会
構
成
員

に
津
南
町
を
加
え
ら
れ
た
い
。

◎
津
南
病
院
に
外
科
医
師
、
産
婦
人

科
医
師
の
更
な
る
応
援
診
療
を
願
い

た
い
。

　
　

農
地
の
所
有
、
利
用
の
権
利
を
自

ら
耕
作
す
る
者
の
み
に
認
め
る
と
す
る

農
地
制
度
の
原
則
を
廃
止
し
、「
農
地

を
効
率
的
に
利
用
」
す
る
な
ら
ば
、
一

般
企
業
の
利
用
を
認
め
る
と
す
る
も
の

で
既
制
度
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
で

あ
る
。
日
本
と
津
南
の
農
業
に
ど
う
影

響
す
る
か
。

　
　
　

農
家
の
努
力
不
足
で
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
る
の
で
な
く
、
農
業

の
将
来
展
望
が
見
え
ず
農
産
物
の
低
価

格
が
原
因
で
、
価
格
保
障
の
論
議
が
必

要
だ
。
町
と
し
て
地
元
企
業
の
農
業
参

入
を
進
め
た
い
が
、
工
業
用
地
へ
の
転

用
の
た
め
と
か
、
企
業
の
借
受
け
は
規

制
す
べ
き
と
思
う
し
、
企
業
に
よ
る
農

地
所
有
は
断
固
反
対
だ
。

　
　
　
　
　

食
料
供
給
力
の
向
上
の
た

め
と
し
て
転
用
の
規
制
を
強
め
な
が
ら

所
有
か
ら
活
用
へ
と
し
て
企
業
の
参
入

を
容
易
に
す
る
た
め
の
も
の
と
思
っ
て

い
る
が
、
企
業
に
所
有
権
は
反
対
の
立

場
だ
。
こ
の
改
正
が
成
立
す
れ
ば
す
ぐ

企
業
に
所
有
権
も
認
め
る
こ
と
に
な
る

と
す
る
論
議
も
あ
る
。
企
業
は
不
利
な

放
棄
地
で
な
く
、
利
用
し
た
い
農
地
は

一
等
地
で
担
い
手
の
農
地
の
貸
し
は
が

し
も
起
こ
り
得
る
。

　
　

町
は
地
元
建
設
業
に
農
業
参
入
を

進
め
た
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
年
以
上
も
企
業
側

の
担
当
者
と
検
討
し
た
が
、
企
業
と
し

て
参
入
し
て
も
経
営
が
成
り
立
た
な
い

と
い
う
結
論
だ
。

　
　

標
準
小
作
料
が
廃
止
に
な
る
と
農

家
が
混
乱
し
な
い
か
。

　
　
　
　
　

個
人
的
な
見
解
だ
が
法
律

で
は
廃
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
標
準
的
な
も
の
は
作
っ
て
お
く
べ
き

と
思
っ
て
い
る
。

委員会レポート
総
文
福
祉
常
任
委
員
会

願
請

情
陳

1 件　賛成多数2件　全員賛成

町
長:

一
般
企
業
の
借
受
は
規
制
す
べ
き

問

問問

町
長

農
委
会
長

農
委
会
長

農
地
法
改
正
は
町
農
業
に
ど
う
影
響
す
る
か

標
準
小
作
料
の
廃
止
で

　
　
　

混
乱
し
な
い
か

地
域
振
興
課
長

求められる地域のブランド化
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議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
飾
っ
て

く
れ
ま
し
た
の
が
、
来
年
３
月
を

も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
す
、
三
箇

小
学
校
と
津
南
原
小
学
校
の
区
民

合
同
の
大
運
動
会
で
す
。
昨
年
の

今
頃
は
学
校
の
統
合
閉
校
の
議
論

が
各
学
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
議
会
で
審
議
し
２
校
が

閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
学
校
が
な
く
な
る
事
に

つ
い
て
、
ひ
と
り
一
人
の
思
い
は

複
雑
な
の
で
し
ょ
う
が
、
走
り
出

し
て
い
る
姿
を
見
る
か
ぎ
り
、
皆

さ
ん
が
前
向
き
に
見
え
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　

感
傷
的
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
津
南
町
を
背
負
っ
て
く

れ
る
子
供
達
に
、
私
ど
も
大
人
は

背
筋
の
通
っ
た
背
中
を
見
せ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
現
実
は
子
供
達
か
ら
教
え

て
も
ら
う
方
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
若
い
世
代
に
拍
手
で
す
。（
正
）

津 南 の 顔

シリーズ・町民の声 私 も ひ と 言

大割野　風 巻  達 男 さん

JULY
2009Tsunan-Mach

i

私の苦手な事は掃除、きれいにしようと
やり始めても捨てる事が出来なくて、又も
との場所へ。結果収納箱が増えて部屋が狭
くなってしまう、そんな繰り返し。

孫7 人がどういう訳か私のDNA をそっく
りもらってきてしまい、どの子も整理整頓
が出来ない。人から指摘される度に私は苦
笑い、そんな孫たちの運動会に行って来ま
した。

五月晴れにはほど遠い寒い日になってし
まい、いつ雨が降ってきてもおかしくない
天気。朝からお弁当15 人分を（料理は好き
なんです）娘たちと作って母校でもある外
丸小学校へ。200 人近くいた児童も今は51

雪なし県の方から、「津南の評言に雪
が少なければ良いとこなのに」と。この
言葉を何度聞いたことか分りません。

そう言われた時、私が必ず返す話し
があります。「雪の降る音知っています
か？しんしんと深々と静かに、この言
葉がそのまま雪の降る音なんです」と。 
この会話をしているとまず雪国の暗
いイメージを連想するそうです。

雪下ろしや雪かきも雪国では生活の
一部、日常の普通のことと住んでいる

人、グランドが広く感じられました。でも少
なければ少ないなりに子供・父兄はもちろ
ん地域の方々や学校の先生中学生までも
一緒に競技参加で大盛り上り、ビデオやカ
メラもうちの子は何処という事がなく写
せるんです。

都合をつけて見に行ったら、全員グラン
ドの中央に集まって綱引きの応援をして
いたのにはびっくり、都会では考えられな
いいい事だねと感心してきました。

これからも人との繋がりの大切さを子
供達にちゃんと教えて何か残せたらいい
な、久し振りに大声を出してすっきりして
帰ってきました。

人は思うのですが、生活環境が違うと
短所に思ってしまうようです。
「雪国は、暗くて冬場は雪下ろしが大

変だからこそ経験できない人たちよ
り逆境を跳ね返す強さがあるんじゃ
ないんですか。だから津南人は粘り強
いし、暗さがあるから明るさを感じら
れる、これ程四季のはっきり体験でき
る津南はいいとこなんですよ」と。

そこで議員の皆様に一言、言わせて
下さい。

じいちゃん、ばあちゃん、お母さん、
お父さん、子供たち、粘り強く一生懸命
に生活している町民ですがこれから
の津南を如何したらいいとか、こうし
て欲しい、こんなところが不便に感じ
ているとかと思っていても上手く表
現できない人が大半だと思います。

県外に出て生活してみると違った目
線で津南の良いところや、「これ、おか
しいな」と思うことが多々ありました。

その原因の一つに、人が良いから遠

｢ 孫 へ 伝 え る 事 ｣

慮したり自分の意見や提案を言えな
いでいるのかなと思います。

思っていてもなかなか言えないでい
る意見の中に問題の本質や解決の糸
口になるものが隠されているのでは
ないかと思い、以下のお願いをします。

津南をより良くするために町議に
なった皆様に再度、町民の小さな思い
や、意見を足を使い吸い上げて代表の
意見として町政に生かしてください。

意見提案を待っていても言えない人
からは聞こえてきません。少数意見で
は有りません。多数意見だと思います。
津南町がより良く変革していくには、
皆様が津南の顔となり代表としての
責務を果たして下さい。

これから津南の経済情勢が好転する
のにまだまだ時間を要すであろうし、
問題、課題が山積みの現在ですが住み
よい、良い町だと感じられる日が早く
来るよう、津南の顔である議員の皆様
のリーダーシップに期待してます。




